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入学募集定員･試験日･試験教科等一覧

募集定員 普 通 科 320名

国 際コース 1学級(約40名）

特別進学コース 3学級(約120名）

総合進学コース 4学級(約160名）

予定学級数
（人数）

1月 2月 3月

(1)学習特待

(2)スポーツ特待

(3)特別推薦

・グローバル推薦

・同窓生推薦

・キリスト教推薦

(4)一般推薦

｝
(5)一般入試(専順）

(6)一般入試(併願）

(7)一般Ⅱ期入試(専願）特待生入試

選考区分

-推薦入試

令和4年12月6日（火）

～12月9日(金）

出願期間

（必着）

令和5年1月24日（火）

～1月27日(金）

令和5年3月16日（木）

～3月17日(金）

令和5年1月7日（士） 令和5年2月4日（士） 令和5年3月18日（土）入学試験

令和5年1月11日(水）合格発表 令和5年2月9日（木） 令和5年3月20日（月）

1回目

令和5年2月10日(金)．

13日（月）～15日（水）

※土uは手続きができません。

※専願の合格者は、1回目で全ての

手続きをしていただきます。入学手続 令和5年1月13日(金).

16日（月）・17日（火）

※土日は手続きができません

令和5年3月24日(金）

2回目

令和5年3月15日（水）

～17日(金）

新入生･保護者

オリエンテーション
令和5年3月25日（士）

(1)～(4)ともに

･書類審査

･作文

･面接

(7)一般Ⅱ期入試

･書類審査

･面接

(5)一般入試(専願）

書類審査･作文･面接

(6)一般入試(併順）

書類審査･筆記試験･面接

※筆記試験について

・国際･特別進学コース希望者は

5教科(国数英社理)とする。

・総合進学コース希望者は

3教科(国数英)とする。

選考方法
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｢本校が求める生徒像｣と選考区分ごとの出願資格及び条件等

本校が求める生徒像(アドミッションポリシー）

～自分と人とを大切にしながら夢に向かって努力する生徒～

○中学校3年間､誠実にものごとに取り組んできた生徒。

○豊かな人間性を養おうとする生徒。

○一人一人の違いを認め､思いやりをもって行動しようとする生徒。

○自分の可能性を信じ、自ら学ぼうとする意欲をもつ生徒。

1月【特待生入試･推薦入試】

【特待生入試】(1)学習特待

(2)スポーツ特待

(3)特別推薦

・グローバル推薦

・同窓生推薦

・キリスト教推薦

(4)一般推薦

｝
選考区分

‐ 【推薦入試】

《 (1)～性)共通》

①｢令和5年3月中学校卒業見込み｣の女子で､本校を第一志望とし､中学校長が推薦する生徒。

②｢本校が求める生徒像｣を理解する生徒。

《選考区分別》

【特待生入試】

(1)学習特待(合格者に対する恩典:入学金15万円免除並びに年額15万円支給）

中学3年次の5教科(国語･数学･英語･社会･理科)の評定の合計が22以上の生徒。

(2)スポーツ特待(合格者に対する恩典:入学金15万円免除並びに年額15万円支給）

部活動における実績が顕著であり､優れた技能を有していると認められる生徒｡かつ､以下のa～cの

いずれかに該当し､入学後も3年間当該活動を継続し､学習活動にも意欲的に取り組む生徒。

a全県規模以上の大会に正選手として出場し､団体種目では4位以上､個人種目では8位以上の

成績を収めた生徒。

b県レベル以上の強化指定選手に指定されている生徒。

c上記a､bと同等の優れた能力を有する生徒。

※ただし､競技に関しては､本校で部活動として行っている種目に限る｡また､本校の教員と当該校

顧問が連絡を取り合った上での出願のみ認める。

【推薦入試】

(3)特別推薦(合格者に対する恩典:入学金15万円免除）

・グローバル推薦

以下のa､bいずれかに該当する生徒。

a外国居住歴が6ヵ月以上ある生徒｡または､外国籍の生徒。

b英語検定準2級以上を取得している生徒｡または､他の外国語検定取得で同等の力を有する生徒。

・同窓生推薦

親族(2親等まで)が本学園(短大･高校･幼稚園)の同窓生である生徒｡なお､姉が短大､高校に在学中

の場合も含む。

・キリスト教推薦

キリスト教信者である生徒。

出願資格及び
条件等
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(4) 、般推薦

・国際コース ・・・英語力を高め、 |垂|際的な視野を身につけようとする生徒。

.特別進学コース・ ~ ・大学進学を目標に､探究心をもって、自ら学ぼうとする生徒。

・総合進学コース…自らの目標をもち､学習や生活の中で、自分のもっている力を伸ばそうとする

生徒。

出願資格及び
条件等

選考方法 特待生入試･推薦入試(1)～(4)の全てについて､書類審査･作文･面接で選考する。

※(3)特別推薦入試を希望する生徒は､本校の進路相談会①～③のいずれかに参加のうえ､個人面談

の席で特別推薦を希望する旨を伝えてください｡その際、出願条件を確認し､条件に該当する生徒

には､特別推薦入試の出願書類のうち｢特別推薦書｣をその場で発行いたします。

※｢特別推薦書｣の発行が可能な進路相談会

①10月22ロ（十:） ②11月5日（上) O1 1月191](f)

※特待生入試･推薦入試(1)～(4)の合格者は､制度の主旨により､人学を辞退することはできません。

留意点

2月【一般入試(専願･併願)】

(5)一般入試(専願）

(6)一般入試(併順）
選考区分

《 (5)(6)共通》

「本校が求める生徒像｣を理解する生徒。

《選考区分別》

(5)一般入試(専願）

「令和5年3月中学校卒業見込み｣の女子で､本校を第--志望とする生徒。

※中学校長の推薦は不要。

(6)一般入試(併願）

「中学校卒業者｣および｢令和5年3月! | 1学校卒業見込み｣の女子。

出願資格及び
条件等

(5)一般入試(専願）

書類審査･作文･面接で選考する。

(6)一般入試(併願）

書類審査･筆記試験･面接で選考する。

※筆記試験について

国際コース､特別進学コースを第一志望とする場合は、「国語｣｢数学｣｢英語｣｢社会｣｢理科｣の

5教科とする。

総合進学コースを第一志望とする場合は、 「国語｣｢数学｣｢英語｣の3教科とする。

選考方法

※(5)．-一般試験(専順)の合格者は､制度の主旨により､入学を辞退することはできません。

※(6)一般試験(併願)の合格者は､公立高等学校との併順並びに入学の辞退を認めます。

※(5)(6)ともに､特待生候補者(入学手続完了後､特待生とする制度)の選考は行いません。

留意点
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3月【一般Ⅱ期入試(専順)】

(7)一般Ⅱ期入試(専順）選考区分

①｢中学校卒業者｣および｢令和5年3月中学校卒業見込み｣の女子。

②｢本校が求める生徒像｣を理解する生徒。

出願資格及び
条件等

選考方法 書類審査と面接で選考する。

(7)一般11期入試(専願)合格者は､制度の主旨により､人学を辞退することはできません。留意点

本校の特待生制度について

①1月【特待生入試・推薦入試】のうち、 (1)学習特待、 (2)スポーツ特待で選考する。

②特待生として合格した生徒には、納入金の項（10ページ)に記載した入学手続時納入すべき

もののうち入学金15万円を免除する。さらに、年額15万円を支給する。

③特待生の有効期間は1年間とし、毎年度末に審査してその後の継続・採用を決定する。

※昨年度まで、一般入試で実施しておりました、特待生候補者（入学手続完了後、特待生とす

る制度）の選考は行いません。

出 願 手 続

①入学志願者は、出順書類等を一括して整え、在籍（出身）中学校を通して本校事務局へ提出

してください。

②受付時間は、平日の9時～16時となります。

※持参していただく場合は、書類の確認のため、少しお待ちいただく場合があります。

※郵送の場合も最終日受付時間必着となります。郵送期間を十分考慮して送付してください。

③郵送の場合のあて先

〒010-8533秋田県秋田市南通みその町4番82号

聖霊女子短期大学付属高等学校事務局入学試験係

書 類出 願

1月【特待生入試・推薦入試】

[1］入学志願者が準備する書類等

①入学願書

本校所定の用紙（ミシン目入り．コピー不可）に必要事項を記入し、写真を願書およ

び受験票に貼る。記入方法は、 12． 13ページを参照してください。

1

年度までのものは使用できません。※書式を変更し ましたので、昨

②写真

正面、上半身、脱帽で、最近3か月以内に撮影した縦4cm、横3cmのもの2枚を

願書および受験票に貼る。 （白黒、カラーのいずれでもよい。 ）

③証

本校所定の用紙（本校ホームページからダウンロードも可）を使用し作成したもの。
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④検定料

10, 000円。現金または郵便為替（受取人の欄は記入しない） 。

いったん納入した検定料はいかなる理由があっても返還しない。

⑤特別推薦書※選考区分(3)特別推薦の出願条件に該当する場合のみ

本校の進路相談会①～③のいずれかに参加して「特別推薦書」を受け取り、中学校に

提出する。進路相談会①～③の期日については、 4ページの「留意点」を参照。

⑥受験票送付用封筒※郵送が必要な場合のみ

定形の長封筒（長3サイズ: 11.9×23.5)に、送り先の住所（郵便番号を記入）およ

び保護者と受験生の氏名を明記し、郵便切手404円（簡易書留料金）を貼ること。

ただし、中学校で出願書類を持参する場合は不要。

[2]志願者在籍（出身）中学校が作成する書類

⑦調査書

本校所定の用紙（本校ホームページからダウンロードも可） 、または秋田県公立高等

学校入学者選抜に提出する用紙を使用し作成したもの。

⑧推薦書（または⑤特別推薦書）

本校所定の用紙（本校ホームページからダウンロードも可）を使用し作成したもの。

ただし、選考区分(3)特別推薦については、生徒が本校の進路相談会に参加して受け取っ

た⑤「特別推薦書（ダウンロード不可） 」をお使いください。

2月【一般入試（専願・併願） 】 ・3月【一般Ⅱ期入試（専願） 】

[1］入学志願者が準備する書類等

①入学願書

本校所定の用紙（ミシン目入り、ダウンロード・コピー不可）に必要事項を記入し、

写真を願書および受験票に貼る。記入方法は、 12． 13ページを参照してください。

2

※書式を変更しま したので、昨年度までの ものは使用できません。

②写真

正面、上半身、脱帽で、最近3か月以内に撮影した縦4cm、横3cmのもの2枚

を願書および受験票に貼る。 （白黒、カラーのいずれでもよい。 ）

③検定料

10, 000円。現金または郵便為替（受取人の欄は記入しない） 。

いったん納入した検定料はいかなる理由があっても返還しない。

④受験票送付用封筒※郵送が必要な場合のみ

定形の長封筒（長3サイズ: 11.9×23.5)に、送り先の住所（郵便番号を記入）

及び保護者と受験生の氏名を明記し、郵便切手404円（簡易書留料金）を貼ること。

ただし、中学校で出願書類を持参する場合は不要。

[2]志願者在籍（出身）中学校が作成する書類

⑤調査書

本校所定の用紙（本校ホームページからダウンロードも可） 、または秋田県公立高等

学校入学者選抜に提出する用紙を使用し作成したもの。
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入学試験日程

1月【特待生入試・推薦入試】1

①入学試験日と入室完了時間

1月7日 （士） 8時30分

※受付開始時間は8時00分、入口は正面生徒出入口。

②筆記試験・面接日程

※面接の順番・時間等は12月13日以降にFAXで中学校に通知する。

※昼食は不要（面接は12時頃までに終了する予定）

2月【一般入試（専願・併願） 】2

①入学試験日と入室完了時間

2月4日 （士） 8時30分

※受付開始時間は8時00分、入口は正面生徒出入口。

②筆記試験・面接日程

一般入試（併順）
時 間 一般入試（専願）国際・特別進学コース

希望者
総合進学コース
希望者

8:50

～9：50

8:50

～9；50

9:00

~9 : 50
1時間目 作文国語 国語

10: 10

~l 1 : 10

10: 10

~11 : 10
2時間目 数学 数学

面接10 20~

11:30

～12 ：30

11？30

~12 : 30
3時間目 英語 英語

昼食

!3: 15

~14 : 05
4時間目 理科

面接13: 15~14:25

～15： 15
社会5時間目

15:30～｜ 面接

面接の順番・時間等は1月31日以降にFAXで中学校に通知する。※

※

※

一般入試（専願）受験者は昼食不要（面接は12時頃までに終了する予定）

一般入試（併願）受験者は各筆記試験場で昼食をとる。
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1時間目

2時間目

9:00～9:50

10:20～

全コース共通

作 文

面 接



3月【一般Ⅱ期入試（専願） 】3

①入学試験|房|と入室完了時間

3月18日 （土） 8時30分

※受付開始時間は8時00分、入口は正面生徒出入口。

②面接日程

時間 全コース共通

面接票記入8：40～

面接9： （)0～

※面接の順番は、当日発表する。

※昼食は不要。

入学試験当日持参するものと諸注意（各試験共通）

①当日持参するもの

受験票、筆記用具（鉛筆、消しゴム、数学を受験する者は三角定規または直線

定規、コンパス） 、内ズック、昼食（午後に筆記試験や面接がある受験者のみ）

②当日持参してはいけないもの

分度器付きの定規、電卓（計算機つき時計を含む）

備えた時計等。

および英語の辞書機能を

③入室完了時間に遅刻した場合は原則として受験できない。

④引率の先生並びに保護者の方へ

○校地内に受験生用の駐車場はありません。また、先生方用の駐車場も数台分

のみとなります。近隣の病院や商店等の駐車場には駐車することのないよう、

ご注意ください。

○自家用車で送迎される場合は、本校から少し離れたところで乗り降りするな

ど、本校周辺の渋滞解消にご協力ください。また、冬期間、秋田市内は車の渋

滞が想定されますので、十分に時間の余裕をみて出発してください。
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格発表
谷
口

1 1月【特待生入試・推薦入試】

1月11日 （水） 13時

①本校のホームページで発表する。

②個人あての合否通知は発表後郵送する。

③各学校あての合否通知は発表後郵送する。

2月【一般入試（専願・併願） 】

2月9日 （木） 13時

①本校のホームページで発表する。

②個人あての合否通知は発表後郵送する。

③各学校あての合否通知は発表後郵送する。

2

3 3月【一般Ⅱ期入試（専願） 】

3月20日 （月） 9時30分

①本校正面玄関に掲示するとともに、本校ホームページでも発表する。

②個人あての合否通知および入学手続書類を9時30分から12時30分の間に本校

において本人に手渡す。必ず受験票を提示すること。

③各学校あての合否通知は発表後郵送する。

※注意

電話等による問い合わせには一切応じかねます。

入学手続

◎合格者は合格証とともに渡される冊子「入学に際して」など入学手続関係書類をよく読んで

間違いのないように手続をすること。

1月【特待生入試・推薦入試】

1月13日 （金） 、 16日 （月） 、 17日 （火）

（手続時間は平日の9時～16時）

1

2月【一般入試（専願・併願） 】

1回目 2月10日 （金） 、 13日 （月）～15日 （水）

（手続時間は平日の9時～16時）

※専願の合格者は、 1回目で全ての手続きをしていただきます。

2回目 3月15日 （水）～17日 （金）

（手続時間9時～16時）

2

3月【一般Ⅱ期試験（專願） 】

3月24日 （金）

（手続時間は9時～16時）

3
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諸注 意

①合格した者で、所定の期日までに入学手続を完了しない場合は入学を辞退した

ものと認める。

②2月【一般入試（併願） 】合格者は、 1回目の手続時に入学金15万円のうち

5万円を納入し、入学金残額10万円と他に納入すべきものを2回目の手続時に

納入する。手続き後に入学辞退の場合は、入学金は返還しない。

③2月【一般入試（專順） 】合格者は、 1回目の手続き時に入学金15万円と他

に納入すべきものを全て納入する。

※志願者在籍（出身）中学校は、入学決定後、次の書類を本校に送付してください。

①中学校生徒指導要録抄本または写し

②健康診断票（原本）

納入金

○入学手続時に納入すべきもの

入学金 150，

設備特別協力費 100,

諸納金 約12，

円

円

円

０

０

０

０

０

０

０

０

０

○月々に納入すべきもの

授業料 28, 000円

（国際および特別進学コースは30, 000円）

約13, 000円その他の経費

所得に応じて国から就学支援金が給付されるので、実際はその差額を納入

していただくことになります。

他に入学時にかかる費用として、制服代、学用品代、教科書代等がありま

す。

納入金は、 2年次以降改定する場合があります。

※

※

※

奨学制度

の他に、本校独自の奨学

会）等の奨学制度があり、

国や県からの就学支援金や奨学給付金の制度（※次ページ参照）

制度として、特待生合格者に対するものと、ちどり会（本校の同窓会）

恩典は次の通りである。

入学金全額免除。授業料のうち年額15万円を支給する。

学資支援のため奨学金を支給する。

募集については、入学後担任を通して連絡する。

入学後、家庭の経済状況の急変に伴い学費納入が困難になった

生徒への支援制度。

◎特待生合格者． ．

◎ちどり会奨学金．

◎聖霊教育基金奨学金．

-10-



国や県による授業料等の支援制度

①高等学校等就学支援金（授業料支援）

授業料の負担を軽減する制度で、 「課税標準額×6％－市町村民税の調整控除額」が304,200円未満

の世帯（年収にすると約910万円未満の世帯）が対象です。

保護者等の

年収（目安）

授業料の

実負担額（月額）
支給額（月額）コース

約590万円未満

約910万円未満

0円円
一
円

叩
一
ｍ

０
－
９

弧
－
９

国際コース

特別進学コース

~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~ ~~~ ~~~ ~~ ~~ ~ ~

20,100円

約910万円以上 0円 30,000円

約590万円未満 0円~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~28,000円
~ ~~~~~ ~

総合進学コース 約910万円未満 9,900円 18，100円

28,000円

~ ~~~ ~~

約910万円以上 0円

※上記の年収はあくまで目安であり、両親共働きの場合、どちらか一方が生計維持者の場合、また、

子の人数によっても異なります。

※高等学校等就学支援金の支給が決定するまでは、正規の授業料額を負担していただきます。

②秋田県高校生等奨学給付金（授業料以外の教育費支援）

授業料以外の教育費負担を軽減するための制度で、道府県民税所得割及び市町村民税所得割が非課

税の世帯のみ対象です。

世帯状況

生活保護（生業扶助）受給世帯

道府県民税所得割及び市町村民税所得割が非課税の世帯

支給額（年額）

52,600円

134,600円

道府県民税所得割及び市町村民税所得割が非課税の世帯

（15歳以上23歳未満の扶養されている兄弟姉妹がいる場合）
152,000円

【2022年度実績I

③私立高等学校入学料軽減補助（入学金支援）

入学金の一部を補助する制度で、入学後の申請になります。

対象世帯：生活保護（生活扶助）受給世帯、道府県民税所得割及び市町村民税所得割が非課税の世帯、

天災その他不慮の災害の被災者、家計急変者、その他特別な事情の者。

世帯状況 支給額

生活保護（生活扶助）受給世帯

道府県民税所得割及び市町村民税所得割が非課税の世帯
144,350円

道府県民税所得割及び市町村民税所得割の合計が257,500円未満の世帯 69,350円

【2022年度実績I

■上記①、②、③はすべて返済不要です。
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書 類作成方法出願

出願書類は、黒ペンまたは黒ボールペンを用いて記載してください。調査書は、本校所定

の用紙または秋田県公立高等学校入学者選抜に提出する用紙に必要事項を記載の上押印した

ものを提出してください。所定の様式を踏まえればパソコンなどで作成したものも可としま

す。また、本校名記載の調査書・推薦書（特別推薦書を除く） ・証は、本校ホームページか

入学願書と特別推薦書は、ダウンロードやコピーができらダウンロードすることもできます。

ません。本校所定の用紙をお使いください。

入学願書

※本校所定の用紙（ミシン目入り、ダウンロードやコピー不可）を使用してください。

※書式を変更しましたので、昨年度までのものは使用できません。

1

志願の欄

・受験番号は記入しない。

・写真（5．6ページを参照）を貼る。

(1)

日付、本人氏名、保護者氏名を記入し、押印する。

本人の欄

・氏名、ふりがな、生年月日を記入する。

・電話番号について、固定電話の場合は、市外局番も忘れずに記入する。

・現住所は、郵便番号、都道府県、郡、市町村、番地など正確に記入する。

・ 中学校名と卒業年月日を記入し、卒業見込み・卒業のいずれかを二本線で消す。

(2)

《記入例》

〒回回回一回固回回
都道 郡

秋田 秋田 南通みその町4番82号

府② ⑥

保護者の欄

・ 氏名、ふりがな、本人との続柄（父・母など）を記入する。

(3)

(4) 出願種別

・ 該当するものにチェック図を記入する。

志望コース

． 「国際コース」 「特別進学コース」

するコース名を記入する。

(5)

｢総合進学コース」の3つのコースの中から志望

①「国際コース」が第一志望の場合

全ての選考区分について、第三志望まで記入することができる。

②「特別進学コース」が第一志望の場合

全ての選考区分について、第三志望まで記入することができる。
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③「総合進学コース」が第一志望の場合

選考区分(6)一般入試（併願）の場合は、他のコースと入試科目が異なるため、第二、

第三志望を記入することはできない。それ以外の選考区分については、第三志望まで

記入することができる。

（コースについては、16ページおよび： 「学校案内」を参照のこと。なお、第二、三

志望コースを記入してある場合、試験の結果によっては、第二・三志望のコースで

合格することがある。 ）

受験票

・ 受験番号は記入しない。

・ 氏名、ふりがな、中学校名を記入する。

、 出願種別の該当するものにチェック図を記入し、志望するコース名を記入する。

・ 写真（5．6ページを参照）を貼る。

(6)

調査書

(1) 氏 名

(2)性 別

(3) 卒業等

2

生徒指導要録に準じること。

女と記入すること。

中学校卒業見込み・卒業の年月日を記入する（卒業見込み・卒業

のいずれかを二本線で消す） 。

(4) 志願校名 聖霊女子短期大学付属高等学校と記入する。

(5) 受験（検）番号 「定」を二本線で消し、受験（検）番号は記入しない。

(6) 各教科の学習の記録

①各教科の観点別学習状況欄の記入は次の通りとする。

（ｱ） 各教科ごとに、それぞれの観点について、各中学校において定めた評価基準により

次の期日までのものを記入する。

【特待生入試・推薦入試】出順者

【一般入試（専願・併願） 】出願者

【一般Ⅱ期入試（專願） 】出願者

岫
一
州
一
晩

胡
一
明
一
胡

１

１

１

年
年
年

４

４

４

和

和

和

へ
祠
へ
祠
〈
祠

服
一
服
一
服

３
’
３
’
３

０

－

１

－

１

(ｲ） 各教科ごとに、その欄に掲げられたそれぞれの観点について、各教科の目標に照

らし、各々「十分満足できると判断されるもの」をA、 「おおむね満足できると判

断されるもの」をB、 「努力を要すると判断されるもの」をCとする絶対評価で記

入する。なお、記載については、該当欄に○印を記入する。

②各教科の評定欄の記入は次のとおりとする。

（ｱ） 第1学年および第2学年については、生徒指導要録に記載された5段階評定を記

入する。

（ｲ） 第3学年については、次の期日の5段階評定を記入する。

【特待生入試・推薦入試】

【一般入試（専願・併願）

【一般Ⅱ期入試（専願） 】

出願者

】出願者

出願者

0日現在

1日現在

1日現在

１

１

１

年
年
年

４

４

４

和

和

和

〈
祠
〈
祠
〈
祠

胡
一
朋
一
洲

朋
一
明
一
湖

３
－
３
’
３
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(ｳ） 過年度卒業者については、各学年とも生徒指導要録に記載された5段階評定を記

入する。

③評定の合計欄には、各学年について、国語、社会、数学、理科、英語の5教科の

小計(1)と音楽、美術、保健体育、技術・家庭の4教科の小計(2)を加えた値を記入

する。

④調整評定値欄は、斜線を引く。

⑤定時制調整評定値欄は、斜線を引く。

⑥選択教科欄の記入

（ｱ） 3年次における教科名、主な学習内容および評定を記入する。

なお、保健体育や技術・家庭は、保体、技・家と記入しても良い。

（ｲ） 主な学習内容には、学習内容や取り組んだ課題等について記入する。

（例） ・戊辰戦争の調査

・電気の実験

⑦各教科の学習の特記事項

「○○の教科における△△について特に優れている」など、各教科の学習において

顕著なことがらがある場合は記入する。

総合的な学習の時間の記録

中学校における学習活動および評価について記入する。

（例） ・学習活動 ○○というテーマを設定し、△△を調査して、取りまと

め、 自らの進路意識を高めた。

・評 価 調査活動に意欲的に取り組んだ。まとめ方も工夫されて

おり、発表も十分満足できるものであった。

(7)

(8) 特別活動の記録

事実の記録欄は、 3年間における学級活動、生徒会活動、学校行事のそれぞれにつ

いて諸係、役員、および委員会等の名称を記入し、特にない場合は斜線を引く。

（例） ○学級活動 ・学級委員長 ・学級会プログラム委員

○生徒会活動 ・交通安全委員 ・応援委員会副委員長

○学校行事 ・学校祭実行委員長 ・修学旅行しおり作成委員

体育的・文化的・奉仕的活動等の記録

①体育的活動 在学中の部活動やその他の体育的活動における顕著な活動や取

得した資格および特技について記入する。

（例） ・秋田市中学校総合体育大会○○競技○位入賞

・○○部のキャプテンとして○○大会優勝の原動力となりチームをリードした。

(9)

②文化的活動 在学中の部活動やその他の文化的活動における顕著な活動や取

得した資格および特技について記入する。

（例） ・秋田市中学校弁論大会準優勝

・実用英語技能検定試験3級
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③奉仕的活動 在学中の校内外における奉仕的活動について、顕著な活動を記

入する。

（例) ･ JRCに所属し、毎週土曜日○○施設への訪問を続けている。

・地域の清掃活動に参加し、通学路の美化に貢献した。

(10）出欠の記録

第3学年については、次の期日までの出欠を記入する。

【特待生入試・推薦入試】

【一般入試（専願・併願）

【一般Ⅱ期入試（專願） 】

出願者

】出願者

出願者

１

１

１

年
年
年

４

４

４

和

和

和

〈
祠
〈
祠
〈
祠

朋
一
朋
一
明

朋
一
朋
一
胡

３
’
３
’
３

０

１

’

１

なお、各学年とも6日以上の欠席がある場合は、その主な理由を記入する。

過年度卒業者については、生徒指導要録に記載されたものを記入する。

(11)その他の事項

学校生活を送る上で特に配慮が必要であると思われる事項について記入する。

(12)その他

ア中学校名、校長氏名、記載者職氏名を記入し、それぞれ押印する。なお、コピー

したものに押印して提出してもよい。

イ※印の欄は高等学校において記入するものとする。

推薦書（または特別推薦書） 1月【特待生入試・推薦入試】出願者

・ 受験番号は記入しない。

・ 推薦区分は該当する番号を○で囲む。

・ 日付、中学校名、校長名を記入し、職印を押す。

・ 推薦する生徒の氏名、ふりがな、生年月日を記入する。

※選考区分(3)特別推薦については、生徒が本校の進路相談会①～③のいずれかに参加して

受け取った「特別推薦書（ダウンロード不可） 」を使用する。

3

証 1月【特待生入試・推薦入試】出願者

・ 受験番号は記入しない。

・ 受験者名、 日付、保護者名を記入し、押印する。

4
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士
心 望．－ス

◎高校卒業後の志望進路を考慮して、次のコースの中から志望するコースを選んでください。

【 国際コース 特別進学コース 総合進学コース 】

◎コースと将来の進路

各コースは次のような進路目標を達成するために適する教科、学習内容、時間数を計画して

います。

国際コース

特別進学コース

総合進学コース

私立大学文系、短期大学文系、外国留学など

国公立大学、医学部、難関私立大学など

教養系、医療系、芸術系、ビジネス系などの大学・短大・専門学校

並びに就職

※コースについての詳細は「学校案内」を参考にしてください。

入学試験得点の開示について

◎2月 【一般入試（併願） 】受験生には、各教科の得点と合計得点を郵送にて通知します。

その他の入試について、作文・面接の点数開示はありません。

新入生・保護者オリエンテーション

合格者および保護者は、次の日程でオリエンテーションを行います。◎

①日時 3月25日(土） 13時から14時半頃まで

②内容 入学後の学習や生活について

③会場 本校体育館2階ならびに講堂

④服装 中学校の制服

※国際コース、特別進学コースは、全体のオリエンテーション後、コースごとの

オリエンテーションがありますので、終了時間が15時過ぎになる場合があります。
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